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生態系に配慮した宿根草の庭づくり
～ フランネルソウ ～

庭木に利用する樹種の特徴と管理
～ アオキ ～
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英国の園芸家ウイリアム・ロビンソンの著書『ワ
イルドガーデン』（1870 年）で紹介された日本の
イタドリは、100 年以上前に英国の人々の庭園に
取り入れられました。しかし、英国では現在、河
川敷などにはびこり旺盛な繁殖力によって生態系
を破壊するとして法律で栽培が禁止されていま
す。イギリスには、イタドリの天敵が存在しなかっ
たことが要因です。一方で、イギリスの明るい林
縁に自生しているジギタリス・プルプレアは、イ
ングリッシュガーデンではおなじみの宿根草です
が、ここ数十年前から日本各地の山里などで爆発
的に繁殖し、駆除に莫大な費用と労力がかけられ
ています。原産地では問題のない植物が、海外に
渡り侵略的外来種としてふるまう事例です。
植物が園芸目的で自生地以外に持ち込まれた場

合、庭園の外に逃げ出し日本の固有種や貴重な自
生種に影響を与える可能性があります。新しい外
国産植物がどんどん園芸店で入手できるようにな
りましたので、植栽したこれらの植物がのちに生
態系にどのような影響を与えるのか栽培してみな
いとわからないことだらけです。そのため、植栽
した植物の生き方を観察して、生態系に配慮した
上手な付き合い方を見つけることが大切です。
南ヨーロッパ原産のナデシコ科のフランネルソ

ウは、短命な宿根草です（写真 1）。植栽された
株は数年で消えていきますが、小さいタネは風
に飛ばされてこぼれダネが芽生えます（写真 2）。
こぼれダネで発芽する宿根草は、育てる側にとっ
てはタネまきの手間が省けて良いかもしれません
が、逆の見方をすると庭園から逃げ出す可能性も
あるということです。
ひとつの花から大量にタネを作るフランネルソ

ウは、タネが熟す前に花茎を切り戻すことをおす
すめします（写真 3）。切り取られた花茎の下に
ある青みがかった葉を楽しみましょう（写真 4）。

庭木の多くは落葉樹のため晩秋に葉を落とし、
翌年の春の芽吹きまで葉のない状態が続きます。
その間、葉を絶えず維持している常緑樹が目立ち
ます。アオキもその仲間で、民家の庭に植栽され
ています。今回はアオキを紹介します。

１　特徴
アオキは、ミズキ科アオキ属の常緑低木で高さ

は１～２mです（写真１）。里山の森林の下層木
として自生しています。葉は光沢のある緑色で、
枝も緑色をしています。雌と雄は別々の木です
（雌雄異株といいます）。民家の庭ではアオキの園
芸品種である斑入りのアオキが植栽されています
（写真１）。
アオキは春になると雌株には雌花を、雄株には

雄花をつけ、どちらの花弁も４枚で薄紫色をして
います（写真２）。どちらの花も小さいものの、
多くの花が円錐状に集まって花序を形成して枝先
に咲かせるので、きれいです。雌花には雄しべが
ありませんが、花の中央によく目立つ雌しべがあ
ります。雄花には雌しべが退化してほとんど見え
ませんが、雄しべの黄色い葯がよく目立ちます。
雌株は、６月頃になると小さな実をつけ、大き

くなりますが、実は緑色のままで越年し３月中旬
以降になると、やっと赤くなります（写真３）。
４月上中旬には赤い実と雌花を同時に鑑賞するこ
とができます。
庭木として１本のみ植栽されている場合には、

赤い実をつけていないことがあります。雄株であ
れば理解できますが、雌株であるにもかかわらず
実をつけてないのは、近くに雄株がないので、受
粉できないためです。実を毎年つけさせるために
は、雄株と雌株を一緒に植えてください。また、
ヒヨドリ等に食べられて実が消失し、本来はある
はずの実がなくなる場合もあります。

２　維持管理
日陰に強い樹木です。日陰になるような家屋の

北側や大きな樹木の下に植栽してください。枝や
葉が多くなると、適度に枝透かしをして風通しを
よくしてください。大きくなり過ぎたと思えば、
新芽が出る前の春に切り戻してください。極端な
やせ地でない限り、肥料を施す必要はありません。
病害虫では、すす病の発生が心配されます。そ

の原因はカイガラムシです。樹種が樹木で害虫が
カイガラムシで登録されている殺虫剤で対応して
ください。

※�フランネルソウの詳しい説明は、花と緑の銀行
だより 200 号（2016. ７月号）参照

写真１　�フランネルソウの
一番花。5 月初旬。
ひとつの花から大
量のタネを作る。

写真 3　�フランネルソウ。6 月中旬。高さ 90㎝。広がり 60㎝。
一番花が結実する頃。タネが熟す前に花茎を切り戻
す。

写真 4　�フランネルソウ。7 月初旬。花茎を切り戻した後。青
みがかった葉が色あせてきたら、根元から刈り込む。
この作業をしても、実生はどこからか発芽してくる。

写真 2　�フランネルソウの
実生。花壇から 15
ｍ先に逸出。見つ
けたら抜き取る。

写真 1　�アオキの雌株（左：民家の斑入りアオキで 2025 年
4 月 1 日撮影、右：富山県中央植物園内のコナラ林
内のアオキで 2025 年 3 月 31 日撮影）。

写真 2　�雌花（左）と雄花（右）の花序。それぞれの写真の
左上は 1 つの花の拡大写真。左は 2025 年 4 月 9 日、
右は 2024 年 4 月 6 日撮影。

写真 3　�民家の斑入りアオキの実（左、2025 年 4 月 1 日撮影）
と富山県中央植物園内のアオキの実（右、2025 年
3 月 31 日撮影）。
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